













Bibliographic information of printed books to be identified with the edition in the Bibliotheca 
Vniuersalis （Zürich, 1545） written by Conrad Gessner （1516–1565） contains 3,855 items of 
1,706 authors. The range of the years of printing is between 1473 and 1545, and the main places 
of printing of the books are Basel, Venice, Paris, Lyon, Cologne, and Strassburg, and the range 
of places of printing reaches broad regions of Northern Germany, Poland, Lithuania, Romania, 
Turkey, Naples, Portugal, and the Netherlands. The authors whose printed books are includ-
ed in the Bibliotheca Vniuersalis are mainly Philipp Melanchthon, Martin Luther, Johannes 
Oecolampadius, Sebastian Münster, Agostino Nifo, and Juan Luis Vives, some of whom were the 
leaders of the Reformation. Gessner’s bibliographic descriptions feature that words and phrases 
are selected from the title page to be required to identify the titles, and the descriptions of the 
imprints have certain standards to a minimum. Considering a convenience of retrieving trans-
lators and editors, Gessner made added entries and analytical entries. It is clear that Gessner 








誌 Bibliotheca Vniuersalis』（Zürich: Froschauer, 1545）（以下 BV1 と略），およびその続巻『総覧
Pandectarum』（Zürich: Froschauer, 1548）（以下 BV2-1 と略），『神学の部 Partitiones Theologicae』
（Zürich: Froschauer, 1549）（以下 BV2-2 と略）は図書館学の古典としてつとに知られている。しか
し，そこにどのような書物の情報がどのような形でどれだけ収録されたのかという問題について
は，これまであまり実証的な研究は行われてこなかった。そのため，筆者は BV1 に収録された著














先行研究について触れておかなければならない。従来約 3,000 名の著者で約 12,000 点の書物が収録
されていると推測されていたが，セッライ（Serrai, Alfredo）は 1990 年に発表した著書では収録さ
れた著者を少なくとも 5,000 名としながら収録書物数については具体的な数字を示さなかった。と
ころが，1997 年には著者約 5,000 名，およそ 16,000 作品が収録されていると根拠を示さずに推定
した 7。この推定については，その後のサッバ（Sabba, Fiammetta）との共著においても「16,000
作品の約 5,000 名の著者のアルファベット順目録」と繰り返している 8。
一方，サッバは 2012 年に発表した著書で，BV1 に収録された印刷本について B から M までの
項目に収録された「印刷本 liber impressus」398 件を抽出してサンプル調査して，印刷本の印刷出
版地，印刷出版業者について，具体的な収録点数と比率を図示した 9。それによれば，主要な印刷
出版地別では，バーゼル（Basilea） 38％，ヴェネツィア（Venezia） 18％，ケルン（Colonia） 10％，
シュトラスブルク（Strasburgo） 10％，パリ（Parigi） 9％，リヨン（Lione） 8％，ヴィッテンベルク
（Wittenberg） 4％，フランクフルト（Francoforte） 2％である。都市別の印刷出版者については，バー
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ゼルでは業者名なしが 23 件，Robertus Winter が 19 件，Johannes Froben が 17 件，Henricus Petrus
が11件，Johannes Oporinusが10件，Johannes Hervagiusが10件，Johannes Bebelが7件など，ヴェ
ネツィアでは，Aldus Manutius が 22 件，業者名なしが 18 件，Octavianus Scotus が 5 件，Paulus 
Manutiusが1件などであるという。そして，全体では，（Venezia） Aldus Manutiusが22件，（Basilea） 
Robertus Winter が 19 件，（Basilea） Johannes Froben が 17 件，（Lione） Sebastianus Gryphus が 12
件，（Basilea） Henricus Petrus が 11 件，（Basilea） Johannes Oporinus が 11 件，（Basilea） Johannes 
Hervagius が 10 件，（Colonia） Johannes Gymnicus が 10 件などであるという 10。


















ABHOMERON Abynzoar scripsit opus in re medica impressum Venetijs Latine 1496. in fol. 
Chartas habet circiter 18. Libri 3. sunt.
（アブホメロン・アビンゾアル［＝アベンゾハル］は，ヴェネツィアでラテン語にて二折判で
1496 年に印刷された医学に関する作品を書いた。それは約 18 シートであり，3 書である。）（1r）
（下線筆者）
Liber typis excusus Augustae Vindelicorum, 1515. in F. Terniones habet 22. id est chartas 66.
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（書物はアウクスブルクで 1515 年に二折判で活字で作られた。それは 3 枚重ねが 22［折丁］
あり，すなわち 66 シートである。）（1r）（下線筆者）
一方，印刷出版事項を，「ni fallor 間違いない」，「opinor 思う」という言葉を使って印刷事項を
推定した例も多い。例えば，次のように記述されている。
＊ Baptistae Guarini de modo docendi liber, impressus in 4. Basileae, ni fallor.
（バプティスタ・グアリーニが教授した態についての本は，間違いなくバーゼルで四折判で印
刷された。）（130r）（下線筆者）





BADERI de Eucharistia liber, impressus in Germania in 8.
（バデルの聖体についての本，ゲルマニアで八折判にて印刷されたもの。）（127r）（下線筆者）
GVILLERMI Tardiui Aniciensis rhetoricae artis, & oratoriae facultatis co<m>pendium, typis excu-



















拙稿で示したように『万有書誌』に収録された著者名が約 5,200 名であることから 12，印刷本が





BV1 に収録された印刷本の記述のうち，印刷年を欠くものが 1,173 件，印刷地不明が 103 件であっ
た（印刷者が明記されながら印刷地が表記されていないものを除く）。それらを除いて数量を算定
した。まず，印刷年については 1473 年から 1545 年までの範囲にある。
1473 年の印刷年が記述された書物は次の 2 件である。
＊ Huius authoris ［＝ Franciscus de Platea］ liber de Censura ecclesiastica, & alius de usuris, 
impressi sunt Patauij, anno 1473. （257v）（下線筆者）
PETRI Comestoris historia scholastic, impressa anno 1473. in magno fol. apud Gintherum Zainer, 
cum iuxta ordinem librorum & capitam. （547v）（下線筆者）
これら 2 件の印刷本については 15 世紀印刷本のデータベース Incunabula Short Title Catalogue 
（ISTC）13 で検索することができる。それによれば前者は書誌番号 ip00753000 のデータと一致
し，Platea, Franciscus de. Opus restitutionum, usurarum, excommunicationum. Padua: Leonardus 
Achates de Basilea, ［not after 28 July］ 1473. f °という書誌情報を得ることができる。ちなみに，この
版はわが国では一橋大学社会科学古典資料センターで所蔵されている 14。後者は ip00458000 のデー




ところが，BV1 では印刷年の誤植も多数散見されるため，それらを修正して 5 年毎の統計を表 1
に示す。
1515 年までは件数は 2 ケタで少量であるが，1516 年以降は 149 件に増加し，1526 年からは 306
件に急増して，1536–40 年には 719 件でピークに達する。とりわけ，1526 年以降の同時代に刊行さ







次に主要な印刷地の統計を表 2 に示す。バーゼルの印刷本が全体の 3 割以上を占めており 31.5％












































































































『万有書誌』の表記 都市名 印刷本件数 比率％
Argentinae, Argentorati Strassburg 250 6.5
Basileae Basel 1,214 31.5
Coloniae Köln 286 7.4
Florentiae Firenze 24 0.6
Francofordiae, Francfurdiae,Francoforti Frankfurt am Main 55 1.4
Haganoae Hagauenau 60 1.6
Ingolstadij Ingolstadt 22 0.6
Lugduni Lyon 307 8.0
Marpurgi, Marpurgi Hessorum Marburg 27 0.7
Moguntiae, Moguntiae ad Rhenum Mainz 28 0.7
Norimbergae Nürnberg 63 1.6
Parisijs, Lutetiae Paris 379 9.8
Romae Roma 36 0.9
Tiguri Zürich 83 2.2
Tubingae Tübingen 20 0.5
Venetijs Venezia 527 13.7
Vuitenbergae, Vuitembergae Wittenberg 36 0.9
Germania Germany 47 1.2
Italia Italy 22 0.6
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シア語書を印刷することを目的に 1494 年にヴェネツィアに印刷所を設立したアルド・マヌーツィ
オ（Manuzio, Aldo, ca. 1450–1515）によって刊行された古典と人文主義書はギリシア語を専攻した
ゲスナーにも絶大な影響を与えたはずである。ゲスナーは 1543 年夏にヴェネツィアに滞在して 15，
文献情報の収集を行ったことも大きな影響があろう。
パリでは 16 世紀前半にジョス・バード（Bade, Josse, ラテン語名 Jodocus Badius Ascensius, 
1462–1535），アンリ・エティエンヌ（Estienne, Henri, ca. 1470–1520），シモン・ド・コリー













（4 件）17，ルーマニアのブラショフ（Corona urbe Trasyluanae）（1 件）18，南東ではトルコのコン
スタンティノープル（Constantinopoli）あるいはイスタンブル（1 件）19，南ではイタリアのナポリ
（Neapoli）（8 件）20，西ではポルトガルのリスボン（Olyssponae）（2 件）21，北西では低地地方のユ


















Robert）が 171 件，フローベン父子（Froben, Johann, ca.1460–1527 & Froben, Hieronymus, 1501–
63）が 166 件，ヨハネス・オポリヌス（Oporinus, Johannes, 1507–68）が 90 件，アンドレアス・ク
ラタンデル（Cratander, Andreas, ca.1485–ca.1540）が 89 件，ヨハン・ヘアヴァーゲン（Herwagen, 
Johann）が 67 件，ヨハネス・ベベル（Bebel, Johannes）が 50 件と続く。あたかもバーゼルの印
刷業の活況を反映しているかのようである。しかしながら，これらの業者の中で頻繁に記述した











都市名 『万有書誌』の表記 印刷者名 印刷本件数
Basel Adamus Petrus Henricus Petrus
Adam Petri
Heinrich Petri 194
Basel Robertus Vuinter Robert Winter 171
Basel Ioannes FrobeniusHieronymus Frobenius
Johann Froben
Hieronymus Froben　＊ 166
Basel Ioannes Oporinus Johannes Oporinus 90
Basel Andreas Cratander Andreas Cratander 89
Basel Ioannes Heruagius Johann Herwagen 67
Basel Ioannes Bebelius Johann Bebel 50
Basel Michael Isingrinius Michael Isengrin 28
Basel Hieronymus Curionus Hieronymus Curio 20









Venezia Octauianus ScotusHieronymus Scotus
Ottaviano Scoto
Girolamo Scoto 42
Venezia Luc. Antonius Iunta Lucantonio Giunta 10
Paris Chritianus Vuechelus Chrétien Wechel　＊ 75
Paris Henricus StephanusRobertus Stephanus
Henri Estienne
Robert Estienne 48
Paris Simon Colinaeus Simon de Colines 37
Paris Iod. Ascensius Jodocus Badius Ascensius （Josse Bade） 37
Lyon Sebastian Gryphius Sébastien Gryphius　＊ 151
Lyon Frellaeus Jean Frellon　＊ 12
Köln Ioannes Gymnicus Johann Gymnich　＊ 83
Köln Eucharius Ceruicornus Eucharius Cervicornis 33
Köln Petrus Quentel Peter Quentell 26
Köln Ioannes Soter Johannes Soter 23
Strassburg Vuindelinus Rihelius Windelin Rihel 32
Strassburg Cratonus Mylius Craton Mylius 22
Strassburg Ioannes Schottus Johann Schott 16
Zürich Froschouerus Christoph Froschauer　＊ 50
Frankfurt am Main Egenolphus Christian Egenolff 29
Nürnberg Ioannes Petreius Johannes Petreius 31







Ottaviano & Girolamo）が 42 件である。これら両者には BV2-1 でゲスナーによって讃辞が送られた。
同じく讃辞が送られたルカントニオ・ジュンタ（Giunta, Lucantonio, 1457–1538）の印刷本につい
ての言及はなぜか僅少（10 件）である。








刷業界の中心人物となった。次はジャン・フレロン（Frellon, Jean）が 12 件である。フレロンはゲ
スナーによって讃辞が捧げられ，目録が引き写された印刷業者であるが，ジュンタに次いで少ない
言及であった。
ケルンではヨハン・ギムニヒ（Gymnich, Johann, ca.1485–1544）が 83 件で一番多く，次にオイ
カリウス・ツェルフィコルン（Cervicorn, Eucharius）が 33 件，続いて 15 世紀以来の有力印刷業
者ペーター・クヴェンテル（Quentell, Peter）が26件であった。さらに，ヨハネス・ゾータ （ーSoter, 
Johannes）が 23 件である。これらのうちゲスナーが讃辞を捧げた業者はギムニヒのみである。
シュトラスブルクではヴィンデリン・リヘル（Rihel, Windelin）が 32 件で一番多いが，特に頻
繁に言及された業者はいない。ミリウス・クラトン（Craton, Mylius）が 22 件，ヨハン・ショット
（Schott, Johann）が 16 件であった。ゲスナーはリヘルにのみ讃辞を捧げている。
ゲスナーの地元チューリヒについては，16 世紀のチューリヒ印刷業を一手に担ったクリストフ・





Christian, 1502–55）が 29 件，ニュルンベルクでコペルニクス『天球の回転について』を刊行した
ヨハン・ペトレイウス（Petreius, Johannes,ca. 1497–1550）が 31 件，アゲノーのジャン・セセリウ
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ス（Secerius, Jean）が 29 件であった。ペトレイウスについては BV2-1 でゲスナーは讃辞を表明し
ている。

























Philipp Melanchthon 556v-559r 39 38 29 30 13 14 2 3
Martin Luther 501v-505v 37 26 11 37 32 29 3 5
Johannes Oecolampadius 442r-445r 29 28 24 27 26 21 1 6
Sebastian Münster 593v-595r 28 26 22 26 22 19 0 2
Agostino Nifo 105v-109r 27 27 2 25 24 19 2 17
Juan Luis Vives 430v-434r 25 24 18 21 18 16 7 12
Christoph Hegendorff 165v-166r 21 21 18 16 17 10 2 0
Joachim Camerarius 373v-375r 21 21 15 18 17 12 2 4
Thomas Aquinas 615v-617r 20 19 9 19 16 4 1 1
Guillaume Budé 287r-288v 19 19 15 15 12 5 1 2
Heinrich Bullinger 303v-307r 18 18 17 18 17 16 1 9
Jean Calvin 395v-396v 17 17 7 11 8 6 1 1
Andrea Alciato 37v-38v 16 15 10 12 11 5 0 2









次に多数収録されたのがルターの 37 件である（501v–505v）。1545 年にはルターの全集はまだ刊
行されていなかったため，ゲスナーは 1520–44 年にバーゼル，ケルン，ヴィッテンベルグなどで刊
行された聖書注解書を中心に採録したが，印刷者が記載された書誌は多くない。








続いて 27 件が収録されたアゴスティーノ・ニーフォ（Nifo, Agostino, ca.1469/70–between 1539 
and 46）である（105v–109r）。彼はイタリアの哲学者で，アヴェロエス（Averroes, Ibn Rushd, 
1126–98）を通してアリストテレス哲学を研究した。ゲスナーによるニーフォの印刷本の記述には




一方，フアン・ルイス・ビベス（Vives, Juan Luis, 1492–1540）の著作の記述は 25 件であるが























表 5　 ゲスナーの書誌記述の正確性（下線は一致する記述 ; VD16 に記述された改行の位置を示す ∥ は便宜的
に削除）




Hor o log iographia , ue l hor o log ior m 
composition, recognita & aucta, adiectis 
multis nouis descriptionibus & figuris, in 
plano, concauo, conuexo, erecta super ficie 
&c. Hen. Petrus excudit Basileae, 1533. 
in 4. cum indice, chartis 49. In praefatione 
uaria horologiorum genera enumerate: inde 




H O R O L O G I O || G R A P H I A , 　 P O S T 
PRIOREM AEDITIONEM PER SEBAST. 
MVNSTERVM recognita, & plurimum auota 
at#［que］ locuple||tata, adiectis multis nouis 
descriptionibus & figuris, in plano, concauo, 
conuexo, erecta superficie &c.
BASILEAE EXCVDEBAT HENRICVS 
PETRVS. （MENSE AVGVSTO, ANNO 
M.D.XXXIII.）
［28］ Bl., 334 S., ［1］ Bl. : TH., H., D. ; 4
（28×2＋334＋1×2＝392 pp.）
2 593v
Organum Vranicum, in quo explicantur 
theorocae omnium planetarum: atq<ue> 
eorundem singuri & quotidiani motus, ad 
annos usq<ue> centum & ultra exprimuntur: 
Lunae quoq<ue> in lumine crescentis, 
senescentis, & per eclipsim deficientis: item 
Solis deliquium patientis omnis uarietas: 
quibus omnibus commodi adiecti sunt 
canones. Opus ibid. ［＝Basileae Hen. Petro］ 
excusum, 1536. in fol. chartis 29.
（29×2×2＝116 pp.）
VD16, M 6726
Organum Vranicum. SEBASTIANVS 
M V N S T E R V S .  H A B E S  I N  H O C 
LIBRO,AMICE LECTOR, EXPLICATAS 
THEORICAS OMNIVM planetarũ, at#［que］ 
eorundຽ uarios, singulos & quotidianos ad 
annos us#［que］ c & ultrà expressos motus ...
BASILEAE APVD HENRICVM PETRVM 
MENSE MARTIO, ANNO M.D.XXXVI.
［4］ Bl., 70 S., ［19］ Bl. TH., H. ; 2
（4×2＋70＋19×2＝116 pp.）
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C o m p o s i t a  u e r b o r u m & n o m i n u m 
Hebraicorum, opus Romae Elia Leuita 
authore aeditum, & nuper à Sebastiano 
Munstero translatum, Hebraicae linguae 
studiosis necessarium. Io. Frobenius excudit, 
1525. in 8. chartis 10. & dimid. 
（10.5×8＝84 leaves）
VD16, E 1000
#＝H C O M P O S I T A V E R B O R V M & 
nominum Hebraicorum. Opus uere insigne 
at#［que］ utile: Hebraicae Grãmaticae 
studiosis in primis necessariũ, Romae 
Elia Leuita autore aeditum, & nuper per 
Sebastianum Munsterũ Latinitate donatum.
BASILEAE AN.M.D.XXV. mense Nouemb. 
（IOAN. FROB.）





Translatio & expositio libri Aristotelis de 
interpretatione. Opus excusum Venetijs, anno 
1537. in fol. chartis 16.
（16×2＝32 leaves）
EDIT16, CNCE 33381
Aristotelis Perihermenias hoc est De 
interpretatione liber a magno Augustino 
Nipho philosopho Suessano interpretatus & 
expositus.
（Venetijs : apud Octauianum Scotum, 1537）.
32 c. : ill. ; fol.
（32 leaves）
2 105v
Commentatria in duos libros priorum 




Augustini Niphi Medices philosophi Suessani 
Prioristica comentaria.
Impressa Neapoli : per solertissimum artis 
impressorie virum dominum Euangelistam 
Papiensem heredem condam. Sigismundi 
Mayr Theutonici, 1526 pridie Idus Martii.
［4］, CLXXXII c. : ill. ; fol.
（4＋182＝186 leaves）
3 105v
Expositiones in libros de sophisticis elenchis, 
cumtextu recognito, & ab ipso interpretato: 




Expositiones magni Augustini Niphi Medices 
philosophi Suessani in Libros de Sophisticis. 
Elenchis Aristotelis. Cum textu recognito, & 
ab ipso auctore interpretato. Opus quidem 
prenecessarium ac utile ad importunitates 
sophisticas fugiendas. Nuper maxima cura ac 
diligenti studio in lucem editum.
Venetijs : apud Octauianum Scotum, 1534.





I n B u c o l i c a V i r g i l i j  i n t e r p r e t a t i o , 
potissimu<m> allegorica: impressa Basileae 




LINGVAE LATINAE EXERCITATIO, IO. 
LODO. VIVIS VALENTINI. Libellus ualde 
doctus et elegans, nuncq; denuò in lucem 
editus. EIVSDEM, In Vergilij Bucolica 
expositio, potissimum allegorica.
BASILEAE. （IN OFFICINA ROBER TI 
VVINTER, MENSE Iulio. Anno M. D. 
XXXIX.）
339, ［1］ S., ［18］ Bl. : D. ; 8
339＋1＋18×2＝376 pp.
92 コンラート・ゲスナー『万有書誌』に収録された印刷本について（雪嶋）




In Somnium Scipionis praefatio, quam 
similiter Somnium: & Enarratio, quam 
inscripsit Vigiliam. Ioan. Frobenius excudit 
Basileae, 1521. in 4. chartis 19.
（19×4×2＝152 pp.）
VD16, V 1942
IOANNIS LODOVICI VIuis Valentini 
Somnium. Quae est praefatio ad Somnium 
Scipionis Ciceronis. Eiusdem Vigilia. Quae 
est enarratio Somnij Scipionis Ciceronis. Et 
alia nonnulla ...
IN INCLYTA BASILEA.（EX AEDIBVS 
IOANNIS FROBENII MENSE MARTIO 
ANNO M.D.XXI.）
154 S., ［1］ Bl. : TE., D. ; 4
（154＋1×2＝156 pp.）
3 431v-432r
De anima & uita libri tres, opus insigne 
nunc primum in lucem aeditum, anno 1538. 
Basileae apud Rober. Vuinter in 8. chartis 40. 
cum Indice copioso: 
deinde rurfus apud eundem in 8. cum Philil. 
Melanchthonis & Cassiodori opinor scriptis 
de anima. 
VD16, V 1802
IOANNIS LODOVICI VIVIS VALENTINI, 
DE ANIMA ET VITA LIbri tres. Opus 
insigne, nunc primum in lucem editum. 
Rerum et uerborum in ijsdem memorabilium 
copiosißimus Index.
BASILEAE. （IN OFFICINA ROBER TI 
VVINTER, ANNO M. D. XXXVIII. mense 
Septembri.）
［4］ Bl., 264 S., ［24］ Bl. : D. ; 4
（4×2＋264＋24×2＝320 pp.）
VD16, V 1803
IOANNIS LODOVICI VIVIS VALENTINI 
DE ANIMA ET VITA LIBRI TRES, Opus 
insigne, nuncq; denuo quàm diligentißimè 
excusum. Accesserunt eiusdem argumenti 
de Anima, PHILIPPI MELANCHTHONIS 
Commentar ius , & MAGNI AVRELII 
CASSIODORI Senatoris Liber unus. Rerum 
et Verborum in ijsdem memorabilium 
copiosißimus Index.
BASILEAE, APVD ROBERTVM VVINTER, 
ANNO MDXLIII.
768 S., ［16］ Bl. ; 8
（768＋16×2＝800 pp.）
Münster 1 ではゲスナーの記述とドイツ 16 世紀印刷本のデータベース Verzeichnis der im 













Münster 3 は VD16 で全文がデジタルデータで見られるため詳しく確認できる。タイトルページ
の 1 行目は実際にはヘブライ語で記述されているため，VD16 では「# ＝ H」（ヘブライ語の記述）
と示されるが，ゲスナーはそれを省いて 2 行目のラテン語から記述していることがわかる。そし
て，ゲスナーは 4 行目最初の言葉「Opus（作品）」で止めて，5 行目まで省いて，本書の著者であ




ナーはこの商標で判断していた。判型とページ数は一致する。実は，VD16 では著者名は Eliyahu 
Ba.hur であり，ミュンスターは訳者となる。ゲスナーはそれを踏まえながらここではミュンスター
の翻訳書として収録し，同時に著者 ELIAS Leuita Iudaeus の項目でこの作品を同様な記述で収録し
ている。
Composita uerborum & nominum Hebraicorum, opus aeditum Romae, & nuper per Sebast. 
Munsterum Latinitate donatum, Heraicae linguae studiosis necessarium. Excusum Basileae apud 
Ioannem Frobenium, 1525. in 8. chartis 10. & dimid.（219r）
つまり，ゲスナーは同じ作品を著者と訳者の両方の項目で収録しているのである。すなわち，訳者
名で副出したということになろう。

















Latinae linguae exercitatio, ibidem ［＝ Coloniae apud Gymnicum］ excusa, primum seorsim, anno 
1538. in 8. chartis 18. cum Indice copioso: deinde 1541. cum expositione in Bucolica Virgilij & 
libello de conscribendis epistolis: chartis 36.（431r）
ここでは Vives 1 の本タイトルと同じタイトルのケルン 1538 年版と 1541 年版が取り上げられてい
る。41 年版では Vives 1 と同じ部分タイトルが記述されている。しかしながら，1538 年ケルン版
は VD16 では検索できない。ケルンでは同名のタイトルの八折判は 1544 年（VD16, V 1872）と 45
年頃（印刷年の記述なし）（VD16, V 1873）にギムニヒから刊行されているため，ひょっとすると
ゲスナーは 45 年頃の版を誤って 38 年版とした可能性がある。また，1541 年版では印刷地の記載
がない。実際 VD16 では 41 年版（VD16, ZV 15254）はバーゼル版で確かにウェルギリウス『牧歌』
の注釈が収録されている。つまり，ゲスナーはビベスによるウェルギリウス『牧歌』注釈を 1541
年版では cum 注記で言及し，1539 年版では構成部分として取り出して記述しているのである。
Vives 2 ではタイトルページから必要な語句を選択してより簡略に記述し，印刷地，印刷者，印
刷年，判型は一致したが，ページ数がやや不一致であった。ゲスナーの計算が間違っていたようだ。
Vives 3 ではビベス『霊魂と生について』の 2 つの版が記述されている。最初の版はバーゼルの
ヴィンターによる 1538 年版でビベスの作品のみの単行書であり，VD16, V 1802 と一致する。ゲス
ナーはタイトルページをかなり忠実に記述していることがわかる。タイトルの記述の末尾にある
Index についてはゲスナーは cum 注記としている。本書の判型についてゲスナーは 8（八折判）と
するが，VD16 では 4（四折判）であるため，ゲスナーが間違えていることがわかる。ゲスナーは
八折判 40 シートとするため，ページ数計算では 40×8×2 ＝ 640 ページとなるが，VD16 では 4×2
＋ 264 ＋ 24 × 2 ＝ 320 ページと計算される。
Vives3 に含まれるもう一つの版は「deinde rurfus（その後さらに）」以下に記述されたもの
で，cum 以下にあるメランヒトン『霊魂論注釈 Commentarius de anima』 と「カッシオドルス
（Cassiodorus, Flavius Magnus Aurelius, ca. 485–ca. 585）が執筆したと思われる（opinor scriptis）『霊
魂論 De anima』」を含む 8（八折判）である。刊記は「同様における apud eundem」と示され，そ
の前にある印刷地・印刷者と同じであることを意味する。つまり，バーゼルのヴィンター版である。
VD16 で該当する版を検索するとヴィンター 1543 年版（V 1803）があることが判明する。1543 年
版ビベス『霊魂と生について』，メランヒトン『霊魂論注釈』，カッシオドルス『霊魂論』の 3 書が
95コンラート・ゲスナー『万有書誌』に収録された印刷本について（雪嶋）
合刻されたもので，ゲスナーの記述と一致する。タイトルページの最終行には「ANNO M D XLIII. 
1543 年」と印刷年が明記されているため，なぜゲスナーは印刷年を BV1 で記載しなかったのか不
思議である。ところが，ゲスナーはメランヒトン『霊魂論注釈』についてはメランヒトンの項目で
以下のように記述している。
Commentarius de anima, qui seorsim exiuit Basileae apud Rob. Vuinter, & Vuitenbergae, 1540. in 
8. chartis 32.（557v）
この記述の「&」より前には Vives3 と同じバーゼルのヴィンター版が挙げられてり，上記の 1543
年版であることが推定される。「&」以下でヴィッテンベルク 1540 年版が言及され，八折判で 32
シート（＝ 256 葉）からなると言う。このヴェッテンベルク版（VD16, M 2749）は単行書であり，




De anima liber, excusus Basileae apud Rob. Vuinter: diuisus in capita 18.（494r）
バーゼルのヴィンター版で「18 章に分かれている」と注記するが，印刷年，判型とシート数の記
載はない。ヴィンターはカッシオドルス『霊魂論』を 1543 年版以外に刊行していないため，上述
のメランヒトン同様に 1543 年の刊行であるとみなすことができよう。一方，「18 章」については



































本稿は 2013 年日本図書館情報学会春季研究集会（2013 年 5 月 25 日筑波大学筑波キャンパス春
日エリア）で発表した原稿にその後の研究成果を加えて大幅に訂正追加したものである。
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